
新型コロナウイルス感染症の入院患者の宿泊施設
での療養を開始します（第155報）
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/ho
dohappyo/press/2020/04/06/21.html

当初の宿泊療養施設の目的は、新型

コロナウィルス感染症に罹患した入院

中の患者を医療機関から宿泊療養に

移行することで、医療機関の負担を軽

減するものであった。この形態の療養

施設方式では、宿泊療養施設に入所中

の患者が退所できるのは、新型コロナ

ウィルスのPCR検査が2回連続陰性に

なることが条件であった。そのため医

師・看護師の役割は健康観察よりも

Full PPEで毎日行う全ての入所者の

PCR検査が主な業務となっていた。

新型コロナウィルスによる感染者拡大

に伴い、2020年4月に厚生労働省よ

り「新型コロナウィルス感染症の軽症者

等に係る宿泊療養及び自宅療養の対

象並びに自治体における対応に向けた

準備について」が発出された。これを受

けて東京都では2020年4月7日に民

間の宿泊施設を使用した療養が開始さ

れた。その後の宿泊療養施設の開設及

び運営について、東京都福祉保健局か

らセンターに依頼があり、4月16日に東

京虎ノ門 東急REIホテル、翌日17日に

はイーストタワー(品川プリンスホテル)

に、センター看護師を派遣し24時間体

制で療養者に対する検査介助や毎日

の健康観察業務に従事した。

看護部の取り組み

宿泊療養施設支援の取り組み
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宿泊療養施設３施設目のイーストタ

ワー（品川プリンスホテル）は、2020年

4月17日に開設し、2023年3月の閉鎖

に至るまでの約３年間、東京都の宿泊

療養施設の基幹施設として機能した。こ

の施設以降に開設される施設は、自宅

からの宿泊療養者を受け入れ、病院の

入院病床を軽症者で逼迫しないように

するトリアージ的な目的として運用が開

始された。発症後、軽微な症状の方が

多い中、症状の悪化が懸念される入所

者や、入院が必要な中等症以上の状態

の見極めが重要視される施設となった。

宿泊療養施設全体の運営方針やマニュ

アル整備、医師会や連携病院との医療

協力体制の強化、企業の健康観察アプ

リの導入および調整、人材派遣や会計

年度採用の看護師の人材育成に至るま

で、センター看護師が中心となりそれら

の役割を遂行した。

2020年7月中旬頃（後の第２波）か

ら再びセンター看護師による宿泊療養

施設派遣が始まった。2施設の健康管

理業務を担いながら、都内に新規開設

される施設や、ペットと一緒に宿泊療養

を希望される方を対象とした、ペット同

伴者用の施設においてもセンター看護

師により開設支援を行った。第1波、第

2波ともに1施設の入所者数は基本的

には100名以下で推移していた。

ペット同伴者用の療養施設を開設します（第880報）
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/
press/2020/10/08/22.html



2020年11月から、センター看護師の

派遣施設は5施設となり、月30名が派

遣された。また、東京都からの要請によ

り、センター看護師が派遣されていない

宿泊療養施設の開設の支援も引き続き

行い、2021年2月までに22施設の開

設支援を実施した。センター看護師が

派遣されていない施設でも、安全に健

康管理業務が遂行できるよう東京都と

連携しながら健康管理業務マニュアル

を作成し全宿泊療養施設で運用された。

2021年8月13日から、品川プリンス

ホテルイーストタワーの15階で抗体カク

テル療法（ロナプリーブ®）を開始するこ

とになり、薬品冷蔵庫や救急カート、

ベッドサイドモニターや点滴架台、ナー

スコールなどの医療機器の設置、必要

な医療材料をピックアップし、入所者が

安全に治療を受けられるよう尽力した。

2020年11月以降の第3波では、1施

設200名を記録するなど、新規感染者

数が急増し、それまでの看護師体制で

は対応しきれなくなっていた。そのため、

人材派遣の看護師が増員されたが、宿

泊療養施設の退所基準や医学的な要

注意者のカテゴリー分類の理解や、健

康観察アプリの使用方法など、すぐに1

人で業務遂行するには難しく、安全に

健康管理業務が遂行できる早急な体制

作りが求められた。そこで、看護師の経

験を踏まえてペア制や2チーム制の導

入とカンファレンスの充実を図ることで

看護師同士のコミュニケーションを増や

してフォロー体制を構築した。

また、都内の救急医療が逼迫し、酸素

飽和度が急激に低下している入所者を

救急搬送できない状況も発生した。そ

のため、東京都に酸素吸入機器の導入

の検討を依頼し、1月に家庭用酸素濃

縮器が各施設に1〜3台ずつ導入され

た。



2022年3月（後の第6波）のオミクロ

ン株の急速感染拡大した際に、電話問

診による健康観察に時間を要し、看護

師不足もあり、多くの入所者を受け入

れることが困難であった。そのため企業

と協働しAI問診が導入されることとなっ

た。導入するにあたり、企業と綿密な打

ち合わせを行い、問診内容や問診方法、

動作方法を修正し、入所者が使いやす

く、緊急度が分かりやすいように変更し

た。AI問診の導入開始時は、問診内容

入力トラブルや通信環境による問題な

どが生じ、十分な活用とまではいかな

かったが、その都度企業と打ち合わせ

を行い、スムーズにAI問診が活用でき

るようになった。

2022年7月（後の第７波）の感染拡

大時には、1日90名程度の新規受け入

れを行い、入所者約500名の健康管理

業務を行った。その後、12月に再び感

染拡大があり、常時400～500名の入

所者の健康管理業務を行なったが、AI

問診や弾力的運用を用いながら、入所

者の安全を確保しながら健康管理を実

践することができた。徐々に、新規感染

者が減少し、東京都でも自宅療養サ

ポートセンターの制度も活用し、宿泊療

養施設の使用者も減少していった。セン

ター看護師の撤退を視野に、会計年度

看護師、看護協会看護師、派遣看護師

へリーダー業務を移行していくため、

リーダー育成を行った。

2023年3月、品川プリンスホテルの

閉鎖が決定し、約3年に及ぶセンター看

護師の宿泊療養施設派遣が終了した。

2022年２月 妊婦受け入れが開始と

なる。妊婦受け入れにあたり、前日事前

問診の実施、部屋階数の調整、緊急時

の受け入れ病院の調整、産科医とのリ

モートカンファレンスの調整を行った。多

いときには1日2〜3名の受け入れを

行った。特に大きなトラブルなく経過し

た。

オミクロン株の特性に対応した臨時の医療施設での受入れを開始します（第2929報）
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2022/02/18/
37.html



資料写真

東京都知事から宿泊療養者へのメッセージ 宿泊療養施設派遣支援体制

宿泊療養施設活動本部（品川プリンスホテル）

宿泊療養他施設とのオンライン相談



感染者搬送用の陰圧車

医療従事者等に対する感謝のブルーインパルス飛行 宿泊療養施設上空を飛行するブルーインパルス

新型コロナウイルス感染症へ対応中の医療従事者等に対する敬意、
感謝を示すためのブルーインパルスによる飛行の実施について
https://www.mod.go.jp/asdf/news/houdou/R2/2020
0529.pdf


